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本論文は、企業における障碍者雇用という社会的問題を解決していくには、企業自身が
それを通じて持続的成長を遂げていく事が重要とする問題意識から出発している。 
 
第 1章 序論 
 問題意識の背景と研究の目的、方法、構成について述べている。研究の目的を、「企業が
障碍者雇用を通じて持続的成長を遂げていく為の要因を一般化し、再現性を高めること」
とした。企業の持続的成長とは既存事業を「活用(Exploitation)」すると共に、新たな事
業の種を「探索(Exploration)」する不断の取り組みの末に実現するものとし、前述の研究
目的を達成する為に、「障碍者雇用を通じて持続的成長を遂げる企業は、どのように事業の
「活用」と「探索」を行い、且つ両者の両立を図っているのか」という本稿全体のリサー
チクエスチョンを設定している。本稿の構成は、そのリサーチクエスチョンに答えるべく、
経営学からアーキテクチャ概念、情報学から紐帯概念とメタ認知的言語化概念、現象学か
ら「間身体性」概念を用い、第 2 章と第 3 章において事業の「活用」のあり方について、
第 4 章と第 5 章において事業の「探索」のあり方について述べた後、第 6 章で障碍者雇用
というコンテクストにおける「活用」と「探索」の両立について考究し、第 7 章にて結論
と今後の課題を述べるものである。 
 
第 2章 知的障碍者活躍現場の工程アーキテクチャ 
この章では、知的障碍者雇用を通じて成長を遂げる企業とはどのような仕組みを持つの
かについて、最終的な価値を創出する工程に着目し、アーキテクチャ概念にて客観的に記
述することで分析を行っている。知的障碍者雇用で成功する事例 3 社から一般化を行って
いるものであるが、最初の事例であるスワンベーカリーにおいては、現場視察並びに実際
の工程立ち上げ担当者から詳細なヒアリングを行うことで、その工程がどのように改善さ
れ今に至るのかをアーキテクチャにて表した。一方、他の 2 事例と比較分析することで、
価値創造の最終アウトプットとなる最終製品やサービスがどのような顧客志向性を持つか
で、適合する工程の姿が変容することを、差異として示したものである。結論としては、
障碍者が活躍する現場工程は、障碍者が働き構築する中モジュラー工程と、健常者マネー
ジャーが働き構築する外インテグラル工程の重層的構造を示していることを明らかにした。
（以下左図参照）尚、本章では、製品アーキテクチャにおける戦略的ポジショニング・ポ
ートフォリオマップを基に作成した、重層的アーキテクチャの効用を示す工程アーキテク
チャ・マトリックスを、以下右図のとおり示している。 
 
 
 
 
                            
                 
                       
                       
 
 
 
そのマトリックスに照らし各企業の工程アーキテクチャを分析した結果、当該重層的構
造は最終製品やサービスにおける顧客志向性に適合する形で変容することも同時に明らか
したものである。以下図では顧客志向性によって適合する重層的アーキテクチャが変容す
る様子を、外インテグラル度の強さを×の太さで表現する事により示している。つまり、
顧客志向が性能重視から価格重視となればなる程、×の太さは細くなり外インテグラル度
は薄れ、外モジュラー化していく様を示している。 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
第 3章 知的障碍者活躍現場の身体知移転プロセス 
本章は、前章で述べた重層的構造プロセスの中で、知的障碍者と健常者は一体どのよう
な身体知の移転を行っているのかについて、メタ認知的言語化概念と「間身体性」概念を
用いて考察したものである。知的障碍者が現場で活躍することを通じ、事業を活発化させ
ている企業事例を検証することで、その身体知の移転メカニズムを解明した。且つ、組織
内における身体知の情報伝達の仕組みが、前章で述べた知的障碍者と健常者が協働するこ
とで高付加価値と効率性を同時実現する重層的工程デザインと、どのような関係性を持つ
障碍者活躍現場の工程アーキテクチャ 出所：亀
井(2013)「障碍者活躍現場の工程アーキテクチ
ャ」『情報社会学会誌』Vol.8,No.1,pp.5-22. 
工程アーキテクチャ・マトリックス 出所：亀井(2013)「障碍者活躍
現場の工程アーキテクチャ」『情報社会学会誌』Vol.8,No.1,pp.5-22 
顧客志向性による適合アーキテクチャ 出所：亀井(2013)「障碍者活躍
現場の工程アーキテクチャ」『情報社会学会誌』Vol.8,No.1,pp.5-22. 
のかを考察した。本研究によって明らかになった点は、健常者と知的障碍者の「間身体」
的な関係性を通して、健常者の身体知がメタ認知的言語化し、そのメタ認知的言語化され
た身体知は、健常者から知的障碍者へ移転され、健常者側に残った身体知と相互補完関係
を維持すること。そして、健常者側に残った未だメタ認知的言語化されていない身体知は
障碍者との間身体的関係を通じて、更なるメタ認知的言語化が行われること。それらのプ
ロセスを以下左図にて示している。更に、知的障碍者活躍現場における身体知の相互補完
関係は、その重層的工程アーキテクチャと整合していることを示唆している。（以下右図参
照）                                               
                   
                   
                   
 
 
 
 
第 4章  紐帯活用とアーキテクチャ・ダイナミクス 
第 2 章で述べた顧客志向性に適合した重層的アーキテクチャを有する工程を構築し、一
旦、障碍者が活躍することで企業を発展させる仕組みを構築した企業においても、外部環
境の変化によって、その仕組み自体が優位性を発揮できなくなることが想定される。企業
が持続的成長を遂げる為には、新規事業創造を繰り返す継続的な成長メカニズムを企業に
取り入れていく必要性がある。本章ではどのように企業内にそのメカニズムを取り入れて
いくのかについて、その仕組みを紐帯とアーキテクチャのダイナミクスで表した。資源制
約のある中小企業に有りながら、新規事業を取り入れることで持続的成長を果たしている
企業事例 2 社を用いて一般化している。事例とした中堅テントメーカーと障碍者を活用し
たワイナリーから、当初オープンで弱い紐帯関係にあった外部資源と結びつき、徐々にク
ローズドで強い紐帯関係となり、工程においても、それまでモジュラーとして確立してい
たものが、外部との結びつきの中で再構築されインテグラル構造となる姿が浮き彫りとな
健常者と障碍者の身体知移転プロセス 出所：亀
井、大橋正和、松野良一(2013)「知的障碍者が活躍
する生産現場における身体知移転プロセス」『情報
文化学会誌』Vol.20,No.2,pp.51-58 
工程アーキテクチャと整合的な知の相互補完構造
出所：亀井、大橋、松野(2013)「知的障碍者が活
躍する生産現場における身体知移転プロセス」『情
報文化学会誌』Vol.20,No.2,pp.51-58 
 
 
った。そして、クローズド・インテグラルなアーキテクチャを保有し強固となった紐帯関
係は、次第に元のオープン・モジュラーなアーキテクチャとして弱い紐帯関係に回帰し、
次の新規事業創造、イノベーションに向かっていくという循環的なプロセスを示すことを
明らかにした。以上のイノベーション実現プロセスにおける紐帯とアーキテクチャの同期
循環を以下図では四段階プロセスで示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 5章 紐帯形成誘因としてのソーシャルインパクト情報 
本章では、前章にて明らかにした企業の新規事業創出プロセスにおける紐帯の動態的変
化の端緒となる弱い紐帯形成の誘因として、障碍者雇用というソーシャルインパクト情報
が有効であることを検証した。結果として、障碍者雇用というソーシャルインパクト情報
は、イノベーションプロセス生起の端緒となる弱い紐帯形成の誘因として有効であること
を示唆している。以下図において障碍者雇用という「ソーシャルインパクト情報を誘因と
して、オープン・モジュラーなアーキテクチャを形成する弱い紐帯から、徐々にクローズ
ド・インテグラルなアーキテクチャを形成しつつ強まる紐帯」を示す。 
 
 
 
 
 
 
紐帯とアーキテクチャの同期循環プロセス 出所：亀井、大橋(2014)「中小企業における
紐帯活用とアーキテクチャ・ダイナミクス」『情報社会学会誌』Vol.8,No.2,pp.45-62. 
弱い形成から徐々に強まる紐帯 source：Kamei, Ohashi and Hori,M.(2015) Social Impact 
Information as the Cause for the Formation of Ties in Enterprises, Proceedings of 48th 
Hawaii International Conference on System Science,pp.2786-2793. 
第 6章 考察 
障碍者雇用を通じて持続的成長を遂げる企業は、環境的変化に耐えるべく常に「探索」
活動を繰り返しつつ、一旦獲得した知については漸進的な「活用」を進めていく。事業にお
ける「活用」と「探索」の両立を可能とする仕組みが第 2 章で述べた工程構造としての重
層化にある。つまり、工程の漸進的「活用」を進める障碍者を中心とするモジュラー工程
に対し、健常者マネージャーを核とするインテグラル工程は、第 3 章で述べた身体知移転
を通じ、それらモジュラーを調整、統合化すると共に、「探索」活動として第 5章で述べた
ソーシャルインパクト情報という紐帯の誘因を通じてその方向性を定めつつ組織間関係を
構築し、第 4 章で述べたプロセスにて、そのインテグラル度を強弱させつつ新しい知を獲
得し「活用」する。その循環の中で「活用」と「探索」は両立する。本稿は、障碍者雇用
というパースペクティブから、企業における持続的成長の仕組みを、事業における「活用」
と「探索」のあり方を通じて示したものである。 
以下図にて、ソーシャルインパクト情報により方向が定められた事業における「探索」
と「活用」について示す。つまり、ソーシャルインパクト情報を誘因として既存事業領域
から新事業領域へと「探索」の方向性が定められ、その「探索」された領域について「活
用」が進展することを示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 7章 結論 
本稿第 2 章から第 5 章においては４つの知見を創出している。第１点目として、障碍者
が活躍する現場工程デザインを重層的アーキテクチャとして示し、そのアーキテクチャは
顧客志向性に適合する形で変容することを明らかしたこと。第２点目として、現場工程デ
ザインと整合的な知的障碍者と健常者の身体知移転メカニズムを、「間身体的」関係性とメ
タ認知的言語化概念により解明し、身体知移転プロセスとして提示したこと。第３点目と
して、イノベーションを繰り返し持続的な成長メカニズムを企業に取り入れていく仕組み
を、紐帯とアーキテクチャ概念を用い、同期的循環プロセスとしてダイナミックに示した
こと。第４点目として、その循環プロセスの端緒となる紐帯形成の誘因として、障碍者雇
持続的成長組織における「探索」と「活用」 source: Kamei, Ohashi, Ichikawa, H.(2015) 
Social Impact Information as an Activity Impetus of the Organizational Speciation, 
Proceedings 19th Triennial Congress of the IEA  
 
  
用というソーシャルインパクト情報が有効であることを示唆したことである。 
本稿における、重層的構造を持つアーキテクチャは、そのドライビングフォースとなる
身体知移転メカニズムを通じ、知的障碍者と健常者が「活用」においてパフォーマンスを
発揮し得る工程のあり方を表している。更に、障碍者雇用というソーシャルインパクト情
報の誘因により紐帯を形成する「探索」活動から、そのアーキテクチャが紐帯の強弱と同
期循環するプロセスにより、事業における「活用」と「探索」がダイナミックに両立する
仕組みを提示した。それは即ち、本稿の目的である「企業が障碍者雇用を通じて持続的成
長を遂げていく為の要因を一般化し、再現性を高めること」に繋がるものである。 
本稿は、経営学、情報学、現象学の概念を用いた学際的研究から、障碍者雇用というコ
ンテクストにおける組織の持続的成長のあり方について、一つの解を提供するものである。
本稿で明らかにした事業における「活用」と「探索」両立のメカニズムは、障碍者雇用企
業のみならず、遍く資源制約の有る中小企業並びに女性、シニアなど多様な人材を雇用す
る企業における持続的成長のあり方にも一石を投ずるものである。一方で本稿は、障碍者
雇用というパースペクティブを持ちつつも企業の持続的成長に焦点を当てていることから、
障碍者側からの視点についての考察が不十分である。障碍者視点を内包した持続的成長に
関する社会デザイン分析については今後の課題と認識している。 
                         以上 
